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機体レギュレーション・競技規則 Vol.1 

平成 19 年 11 月 27 日 



1．競技のフィールド 

サイズ 3900×2100 

詳細は以下図をご参照ください。 

 

 

2．ボール 

ボールは約 10cm の市販ボールを用いる。 

 

 

3．機体レギュレーション 

二足歩行ロボットであること。 

身長 60 センチ以下 

体重 3 キロ以下（電源搭載時） 



足裏は片脚各々『直径 13cm』以内 

※トルクの制限はありません。 

・ロボットの操縦方法は問いませんが、 

 無線管理につきましては以下をお守りください。 

 こちらでは無線(クリスタル)の予備をご用意することができません。 

 無線が参加者同士で重なってしまう場合がございますので予め予備をご用意 

 いただきますようお願い申し上げます。 

 当日、無線が重なってしまった場合は参加者同士で調整をお願いする場合が 

 ございます。 

 その際は何卒ご了承ください。 

 

4．試合方法 

・試合は 1 チーム 1 体、1 対 1 の 2 体によるサッカーゲーム。 

・ロボットはゴールエリア内に限りボールを手で触れる・保持することができる。(5 秒まで。) 

・ボールがフィールド外に出た場合は、フィールドのセンターマークに 

 ボールを戻します。 ロボットは、ボールが置かれるまで停止。 

※試合の順位決定方法はエントリー締切り後の公開となる。 

 

5．得点の方法 

ゴールポスト間とクロスバー下でボール全体がゴールラインを越えた時、 

得点となる。ライン上にボールがかかっているうちはゴールと認められません。 

試合中により多くの得点をあげたチームを勝ちとする。 

 

6．試合時間 

試合は、主審と参加両チームの合意がない限り延長戦なしの 5 分間で行われる。 

 

7．プレーの開始 

・審判の鳴笛によりキックオフされ、 

 試合時間が終了後、審判の鳴笛により試合が終了となる。 

・試合開始前にコインをトスにより、どちらのロボットからキックオフをおこな 

うか選ぶことができる。 

・試合の開始時、得点後のキックオフ時は、ボールはセンターに置かれる。 

・試合開始時、各ロボットは自陣のゴールエリア内からスタートする。 

 得点後のキックオフでは、得点を決めたロボットは自陣のゴールエリア内から 

スタート。 

 もう一方は、センターマークから 60cm 離れた自陣内からスタート。 



※運営上審判により 60cm 離れた任意の場所に戻されます。 

 

8．ファウルと不正行為 

・故意に相手に危害を加えてはいけない。 

・試合中に審判の許可なく、フィールド内のロボットやボールに触れてはいけない。 

・ボールを足の間にはさんでの移動はしてはいけない。 

 5 秒以上継続して「ボールを保持した状態が続く場合」 

 「倒れこんだ状態が続く場合」「開脚した状態(地面の足裏設置面の両幅が 20cm 以上の状態をい

う)が続く場合」 

 など違反行為をおこなった場合は相手チームにペナルティキックが与えられる 

・既に定める競技者規則に反した場合・遅延行為(審判判断)を行った場合・や スポーツマンシップに反

した場合は、 

 審判の判断により忠告(イエローカード)、警告(レッドカード)を出す場合がある。 

・1 試合につきレッドカード 1 枚、もしくはイエローカード 2 枚で退場となる。 

・1 体が退場し、試合時間が残っている場合、 

 残り 1 体で試合は継続され、試合終了後のスコアにより 

 勝敗を決します。 

 

9．主審 

それぞれの試合は、主審によってコントールされる。 

主審は、任命された試合に関して競技規則を施行する一切の権限をもつ。 

プレーに関する事実についての主審の決定は最終である。 

プレーを再開する前、または試合を終結する前であれば、主審はその直前の 

決定が正しくないと気づいた時、または主審の裁量によって副審の助言を 

採用したときのみ決定を変えることができる。 

 

10．その他 

・オフサイド規定なし。 

・試合進行の上で審判の判断により競技者規定に記載なき事項の判断、実施する場合がある。 

・ロボットに異常が発生した場合は、オペレーターは審判に申告し 

 審判がフィールド外に出します。試合は、止まらず進行します。 

 フィールドにロボットを戻す場合は、フィールドより出した地点の 

 タッチラインからリスタート。 

・ロボットが自然に転倒し、5 秒間動かなかった（起き上がり動作を行なわない）場合は 

 審判により、ロボットをフィールド外へ出します。 

 フィールドにロボットを戻す場合は、フィールドより出した地点のタッチラインからリスタート。 


